
(3)原 因別認定者数

要介護 (要支援)認定者がどうい う原因で要介護状態になったかは、介護保険サービスの利用に大き

く影響するため、サービス基盤の整備や事業者選択の重要な基礎資料 となる。

このため、計画策定にあたっては、主に認定者がどうい う原因で要介護に至ったかを把握 しておくこ

とも重要である。

生活支援ソフ トでの操作方法は以下のとお り。

①生活支援ソフ トの医ホ蘇■1設日で、表示 したい基本情報 (属性など)、 回答 (問 1-Q21)を 指定す

る。
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②データが表示されたら、フ

2J、 問 1-Q2-1脳卒中

ィルターオプションで、

(脳 出血・脳梗塞等)は

要介護区分は「要支援 1」 または「要支援
「○」を選択する。
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③脳卒中が主な介護原 因 と回答 した対象者の 一覧が表示 され るので、メニューのFS●0振司 をクリック

して該当者数を確認する。同様に他の介護原因についても確認する。要介護区分で 「要介護Jを選択

すれば要介護者が原因別に抽出ができる。
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2 二次予防事業 (運動器該当者数 )

表示 したい基本情報 (属性、要介護区分など)、 得点・評価 (二次予防 :運動器判

定な ど)を選択する。

装1事 |しIIti壇■|を|゛|■1衰ltl議 1事tl● |ス:=摯 |,■|:重tli■ |く雄 Itil(1計ヽ
=4=|ぎ

,

②データが表示されたら、要介護区分で「(空 白)」 (未認定者)、 二次予防 :運動器判定で「該当」を選

択する。
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③二次予防事業対象者の一覧表が表示 された ら、メニユーの|ヽ■●振 司 をクリック して該当者数及び該

当者 を確認す る。

書醤:→|=碑

需iIIIま

うつ予

l該当   |こ 息   L_  1圧 鳥

当|■●1注意II11注意lilJ涯意

東
女
一女
一

:三十:|:]f:|[]::信М
一副
一

蒙難卜III職樹:4籠萎

'1患
 |      |× ×

「
Xヽメ×1該当

需
=111奎

II:
女

?;1恒輩■李鶏 ■1
動裂臨臆懸卜■■|■■|1事「|ヽ手|||IJ事選警|
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④必要に応 じ、メニューの1帳票‐

=月
で台帳を出力する。

由1警ヽヽ 1様 ■ヾ 101:策

“

崚

日常生活国域ニーズ調査

― 個 人 台 帳 ―
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